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介護保険料滞納者への保険給付の取り扱い

●介護保険料徴収の権利は、２年間で時効となります。（法200条）

●介護保険料を滞納している被保険者については、要介護者等と
なっても、滞納期間に応じて措置がとられます。ただし、災害等の
特別な事情がある場合には、窓口の方までご相談下さい。



給付制限の種類について

〇 ⽀払方法の変更（償還払い）
↓

〇 保険給付の一時差止
(償還払い後に未納分の保険料を差引く）

↓
〇 給付額減額等
(保険給付率が７割、現役並み所得者は６割）



【⽀払方法の変更（償還払い）とは・・・】

〇 要介護認定等をうけた被保険者が、納期限から１年間
保険料を納付していない場合には、保険者は被保険者への
弁明の機会を経て、現物給付を⾏わず、⽀払い方法を変更して
償還払いとします。

その際の介護保険被保険者証への印字は「⽀払⽅法変更」となり、
記載のある期間のサービスは償還払いの扱いとなります。



【保険給付の一時差止めとは・・・】

〇要介護認定等をうけた被保険者が、納期限から１年６カ⽉間
保険料を納付しない場合には、保険者は保険給付の⽀払いの全部
または一部を滞納額に対し著しく高額とならない範囲で一時
差し止めとします。この場合の扱いとしては、現物給付は不可と
なるため、償還払いでのサービス利⽤となり、⾃⼰負担分（１割〜
３割）を除く保険給付分が後で戻ってくるのが償還払いですが、
滞納している保険料にあてられる場合があります。

〇その際の介護保険被保険者証への印字は「保険給付の一時差止」
と記載されています。



【保険料未納者の給付額減額等とは・・・】

〇要介護認定等をうけた被保険者に、認定前の１０年間に２年間の消滅
時効による保険料徴収権消滅期間がある場合には、算定期間に応じて
保険給付率が７割（現役並み所得者は６割）に引き下げられます。

〇その際の介護保険被保険者証への印字は「給付額の減額」と記載され
ています。

【注】この給付額の減額適⽤期間中は、高額サービス費、高額医療合算
介護サービス費、特定入所者介護サービス費は⽀給対象外となります。



※契約時、認定の結果が出て新たな介護保険証が発⾏される際は、必ず確認ください。


